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中
庄
新
川
家
文
書
研
究
会
報
告
五 

 
 

中
庄
新
川
家
文
書
に
伝
わ
る
近
世
初
頭
～
前
期
の
和
歌 
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新
川
盛
政
・
新
川
盛
明
・
中
庄
新
川
家
・
盛
誉
・
堺
伝
受 

 

〔
解
題
〕 

 

こ
こ
に
紹
介
す
る
和
歌
資
料
は
、
約
三
千
点
に
及
ぶ
「
中
庄
新
川
家
文
書

な
か
の
し
よ
う
に
い
が
わ

」
の
一

部
で
あ
る
。
今
ま
で
中
庄
新
川
家
文
書
研
究
会
で
は
、
中
庄
新
川
家
三
代
当
主
、
新

川
盛
政
と
そ
の
周
辺
の
連
歌
・
古
今
伝
授
・
伝
記
等
、
文
芸
資
料
を
中
心
に
同
文
書

を
紹
介
し
て
き
た
。 

 

今
回
は
近
世
初
頭
～
前
期
の
和
歌
資
料
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
紹
介
に
当
た
っ
て

は
、
本
来
、｢

中
庄
新
川
家
文
書｣

で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
新
川
家
の
親
戚
で
あ
る
赤

松
家
が
所
蔵
し
、｢

赤
松
家
文
書｣

と
さ
れ
て
い
る
資
料
も
一
部
含
め
て
紹
介
す
る
。 

 

さ
て
、｢

中
庄
新
川
家
文
書｣

に
残
る
近
世
初
頭
～
前
期
の
和
歌
は
、
今
回
翻
刻
す

る
資
料
以
外
に
も
伝
存
す
る
。
し
か
し
、
以
下
に
掲
げ
る
和
歌
資
料
は
、
次
に
述
べ

る
理
由
で
、
今
回
の
翻
刻
か
ら
は
除
外
し
た
。 

① 

慶
長
三
年
二
月
廿
二
日 

｢

陪
玉
津
島
神
前
当
座
奉
納
続
歌
十
五
首｣

(

同
年

二
月
『
連
歌
・
和
歌
会
書
留
』
収
載
、
中
庄
新
川
家
文
書
〔
以
下
、
新
川
家
と
略
す
〕

１-

72) 

② 

慶
長
五
年 

｢

陪
八
月
十
五
夜
月
宴
歌
合
和
歌｣

(

新
川
家
１-

183) 

③ 

慶
長
十
二
年
仲
春(

二
月) ｢

三
十
六
人
集
写｣

(

新
川
家
１-

190
・
２-

241
・
２-

275) 

④ 

金
屏
風
貼
り
色
紙
・
短
冊
〔
う
ち
和
歌
二
一
点
〕(

新
川
家
蔵 

金
屏
風
Ａ
・
Ｂ) 

 

①
・
②
は
大
利
直
美
が
既
に
翻
刻
・
紹
介
し
て
い
る
の
で
、

 
  

（
1
）

こ
こ
で
は
割
愛
し
た
。 

 

③
は
雲
母
引
き
の
厚
手
の
楮
紙(

一
枚
は
縦
16.1
㎝×

横
35.9
～
46.9
㎝)

を
一
八
枚
貼
り
継

い
だ
継
紙
で
、
現
在
は
三
つ
に
分
離
し
た
断
簡
の
状
態
で
あ
る
が
、
繋
げ
る
と
長
さ
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計
827.7
㎝
に
及
ぶ
。
巻
頭
部
分
に｢

慶
長
十
四
年
仲
春｣

と
記
さ
れ
、
書
写
者
は
不
詳
で

あ
る
が
、
中
庄
新
川
家
伝
来
で
あ
る
点
か
ら
、
和
歌
・
連
歌
に
精
通
し
た
新
川
盛
政

本
人
、
ま
た
は
彼
周
辺
の
人
物
が
書
写
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
と
も
か
く
、
慶

長
期
の
古
写
本
で
は
あ
る
が
、
既
に
よ
く
知
ら
れ
た
「
三
十
六
歌
仙
集
」
な
の
で
、

こ
こ
で
は
翻
刻
の
対
象
外
と
し
た
。 

 

④
は
六
曲
屏
風
一
双
の
金
屏
風
に
、
一
曲
の
上
・
下
に
色
紙
、
中
に
短
冊
と
い
う

形
で
、
そ
れ
ぞ
れ
貼
り
込
ん
で
整
え
ら
れ
た
も
の
で
、
色
紙
二
四
点
・
短
冊
一
二
点
、

合
わ
せ
て
三
六
点
の
和
歌
・
漢
詩
が
あ
る(

色
紙
・
短
冊
の
形
態
で
和
歌
と
漢
詩
を
使
い
分
け

て
い
る
わ
け
で
は
な
い)

。
そ
の
う
ち
、
漢
詩
が
一
五
点
、
和
歌
が
二
一
点
で
、
漢
詩
は

『
白
氏
文
集
』･

『
三
体
詩
』･

『
和
漢
朗
詠
集
』･

『
新
撰
朗
詠
集
』･

『
長
秋
詠
藻
』

等
、
和
歌
は
『
万
葉
集
』･

『
古
今
和
歌
集
』･

『
拾
遺
和
歌
集
』･

『
後
拾
遺
和
歌
集
』･

『
新
勅
撰
和
歌
集
』･

『
伊
勢
物
語
』･

『
正
徹
千
首
』
等
、
そ
の
大
部
分
が
和
漢
の

詩
歌
集
か
ら
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
賀
月
道
慶(

新
川
盛
喜)

・
新
川
盛
政
の
和
歌
短
冊

二
点
（
翻
刻
③
・
⑦
）
を
除
き
、
そ
れ
ぞ
れ
周
知
の
も
の
な
の
で
、
今
回
の
翻
刻
で
は

対
象
外
と
し
た
。 

  

和
歌
の
主
要
作
者―

中
庄
新
川
家
周
縁
の
人
々 

 

次
に
、
翻
刻
・
紹
介
す
る
和
歌
の
主
な
作
者
に
つ
い
て
、
概
略
で
人
物
紹
介
し
て

お
く
。 

 

賀
月 

中
庄
新
川(

三
善)

家
二
代
当
主
盛
喜(

天
文
四
年(

一
五
三
五)

～
元
和
八
年(

一
六
二

二)

十
一
月
十
五
日)

。
宮
内
大
輔
を
称
し
た
。
法
名
光
蓮
社
照
誉
賀
月
道
慶
。

 
  

（
2
）

 

 

豊
臣
政
権
期
、
天
正
十
三
年(

一
五
八
五)

閏
八
月
よ
り
中
庄
政
所
職
に
在
任
し
た
と

推
定
さ
れ
、｢

中
庄
村
長｣

と
称
さ
れ
た
が
、

 
  

（
3
）

文
禄
三
年(

一
五
九
四)

六
月
の
検
地
以
前

に
は
家
督
を
嗣
子
盛
政
に
譲
与
し
て
隠
居
し
た
。

 
  

（
4
）

中
庄
の
三
善
家
（
後
の
中
庄
新
川
家
）

は
、
河
内
国
長
野
庄
開
発
領
主
三
善
氏
の
庶
流
で
、
代
々
三
善
を
称
し
た
が
、

 
  

（
5
）

慶
長

初
年(

一
五
九
六)

、
姻
戚
関
係
を
通
じ
て
盛
政
の
代
に
新
川
に
改
姓
、
新
川
一
門
に
加

わ
っ
た
。
賀
月
は
、
中
庄
の
浄
土
宗
大
高
寺(

現
大
光
寺
、
泉
佐
野
市
中
庄)

の
創
建
に
私

宅
を
提
供
、
私
財
を
投
じ
て
尽
力
し
た
開
基
大
檀
那
で
あ
っ
た
。

 
  

（
6
）

こ
の
功
績
等
に
よ

り
、
慶
長
十
八
年(

一
六
一
三)

二
月
二
十
日
、
後
水
尾
天
皇
か
ら｢

聖
人｣

号
を
賜
与
さ

れ
て
い
る
。

 
  

（
7
）

元
和
八
年(

一
六
二
二)

十
一
月
十
五
日
没
、
享
年
八
十
八
歳
。 

盛
政(

南
容
三
圭) 

中
庄
新
川
家
三
代
当
主
盛
政(

永
禄
九
年(

一
五
六
六)

～
元
和
八
年(

一

六
二
二)

九
月
十
九
日)

。
通
称
三
十
郎
・
忠
右
衛
門
、
官
途
宮
内
少
輔
。
法
名
南
容
三

圭
、
樵
斎
を
号
し
た
。
盛
政
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
近
藤
孝
敏｢

中
世
末
～
近
世
初
頭

の｢

中
庄
新
川
家
文
書｣

｣

（
8
）

、
山
村
規
子｢

資
料
紹
介｢

新
川
宮
内
少
輔
盛
政
伝 

(

わ
が
老

の
記)｣

｣

、
近
藤｢

翻
刻
と
解
題 

中
庄
新
川
家
蔵
『
伝
受
次
第
』｣

（
10
）

ほ
か
、
参
照
。 

 

元
和
二
年(

一
六
一
六)

三
月
、
彼
は
自
ら
の
志
を
継
ぐ
者
と
し
て
期
待
を
寄
せ
て
い

た
末
子
雅
楽
頭
盛
好
を
幼
く
し
て
失
っ
て
お
り(

後
述)

、｢

手
の
う
ち
の
玉
を
と
ら
れ

た
る
心
地｣

で
嘆
き
明
か
し
て
暮
ら
し
た
と
い
う(

｢

新
川
宮
内
少
輔
盛
政
伝｣

（
11
）

〔
以
下
、｢

盛

政
伝｣

と
略
す
〕)

。
こ
の
二
年
後
、
盛
好
三
回
忌
に
あ
た
る
元
和
四
年
春(

三
月)

、
盛
政

は
高
野
山
で
剃
髪(

｢

盛
政
伝｣

)

、
樵
斎
南
容
三
圭
を
称
す
る
よ
う
に
な
る
。
盛
好
の
死

に
よ
る
悲
嘆
の
あ
ま
り
か
、
同
年
六
月
頃
か
ら
病
床
に
伏
し
、
一
時
、
危
篤
と
な
っ

て
辞
世(

翻
刻
⑧)
を
用
意
す
る
事
態
に
す
ら
陥
っ
て
お
り
、

 
  

（
12
）

十
月
に
は
曲
直
瀬

ま

な

ぜ

流
医

（
9
） 
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術(
後
世
派
医
学)

の
同
門
、
京
都
の
医
師
啓
迪
庵

け
い
て
き
あ
ん

岡
本
玄
冶

げ

ん

や

の
許
で
治
療
を
受
け
、
幸

い
に
も
十
二
月
に
は
治
癒
し
て
帰
郷
し
て
い
る
。

 
  

（
13
）

 

 

そ
の
四
年
後
、
元
和
八
年
六
月
二
十
五
日
に
は｢

童
病｣

(

お
こ
り)

に
罹
患
し
た
が

(
｢

盛
政
伝｣

)

、
紀
州
藩
の
名
医
板
坂
卜
斎(

二
世
宗
高)

の
招
聘
や
、

 
  

（
14
）

八
方
手
を
尽
く
し
た

投
薬
治
療
等
の
甲
斐
も
な
く
、
三
ヶ
月
弱
の
闘
病
の
末
、
九
月
十
九
日
、
子
供
・
孫

ら
に
看
取
ら
れ
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
病
没
し
た(

｢

盛
政
伝｣

)

。
享
年
五
十
七
歳
。 

 

な
お
、
盛
政
は
末
期
に
あ
た
っ
て
、
辞
世(

翻
刻
⑧)

の
外
に
、｢

医
術
・
儒
道
の
書｣

な
ど
蔵
書
を
譲
与
、
か
つ｢

哥
の
道｣
ま
で
伝
受(

古
今
伝
受)

し
た
惣
領
盛
明
へ
、
次
の

歌
を
残
し
て
い
る(

｢

盛
政
伝｣

)

。 

 
 

色
に
い
た
し
こ
と
に
伝
し
外
に
あ
り
い
に
し
へ
今
の
道
を
わ
す
る
な 

 

盛
明 

中
庄
新
川
家
四
代
当
主
盛
明(

文
禄
二
年(

一
五
九
三)
～
明
暦
元
年(

一
六
五
五)

九
月
十
九
日)

。
初
名
新
十
郎
。

 
  

（
16
）

通
称
九
兵
衛
尉
。
法
名
は
圭
誉
中
巌
道
荷
、
隠
居
後

は
寿
源
庵
三
瑞
を
号
し
た
。 

 

慶
長
九
年(

一
六
〇
四)

十
一
月
、
父
盛
政
と
同
門
の
曲
直
瀬
流
医
術
の
本
家
二
代
玄

朔
の
門
下
に
入
門
し
て(

十
二
歳)

、
医
学
ほ
か
学
問
・
教
養
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

 
  

（
17
）

同

十
二
年
六
月
の
新
川
一
門
中
の
連
署
で
は
新
十
郎
名
で
署
名
し
て
い
る
が
、

 
  

（
18
）

同
十
五

年
八
月
に
は｢

九
兵
衛
尉
盛
明｣

と
称
さ
れ
て
お
り(

十
八
歳)

、
こ
れ
以
前
に
は
元
服
し

た
と
思
わ
れ
る
。
大
坂
冬
の
陣
直
前
の
同
十
九
年
春
に
は
盛
政
か
ら
家
督
を
相
続
し

て
、
中
庄
新
川
家
の
当
主
と
し
て
代
官
職
を
継
承
し
た
が(

二
十
二
歳)

、
そ
の
前
後
か

ら
、
父
盛
政
が
剃
髪
す
る
元
和
四
年(

一
六
一
八)

三
月
ま
で
の
間
に
、
盛
政
か
ら
古
今

伝
受
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
。

 
  

（
21
）

と
も
あ
れ
、
以
降
、
小
堀
遠
州(

遠
江
守
正
一)

に
仕
え
、

代
官
と
し
て
小
堀
家
飛
地
領
中
庄
の
支
配
に
あ
た
っ
た
。 

 

主
君
の
遠
州
は
正
保
四
年(

一
六
四
七)

二
月
六
日
、
伏
見
で
病
没
す
る
が
、

 
  

（
22
）

前
年
十

二
月
ま
で｢

新
川
九
兵
衛
盛
明｣

名
で
遠
州
の｢

不
例｣

を
気
遣
う
書
状
を
出
し
て
お
り
、

 
  

（
23
）

翌
年
に
は
嫡
子
権
七
盛
里(

元
和
六
年(

一
六
二
〇)

～
寛
文
五
年(

一
六
六
五)

三
月
二
十
一
日)

が
代
官
に
就
任
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、

 
  

（
24
）

遠
州
没
、
大
膳
正
之

ま
さ
ゆ
き

跡
目
相
続
と

い
う
主
家
代
替
わ
り
に
合
わ
せ
て
、
盛
明(

当
時
五
十
五
歳)

も
隠
居
、
盛
里(

二
十
八
歳)

へ
家
督
を
譲
渡
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
併
せ
て
そ
の
前
後
に
盛
里
へ
古
今
伝

受
を
行
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

 
  

（
25
）

 

 

そ
の
後
、
寿
源
庵
三
瑞
と
号
し
て
、
室
妙
荷(

熊
取
中
左
近
女
、
～
寛
文
十
二
年(

一
六
七

二)

十
二
月
二
十
八
日)

と
夫
婦
で
三
〇
石
、
母
宗
貞(

盛
政
室
、
貝
塚
卜
半
斎
了
珍
女
、
～
明
暦

元
年(

一
六
五
五)

十
二
月
二
十
六
日)

二
〇
石
の
隠
居
料
田
で
暮
ら
し
て
い
た
が
、

 
  

（
26
）

承
応

四
年(

一
六
五
五)

三
月
、
家
訓
と
も
な
っ
た
遺
言
状
を
残
し
、

 
  

（
27
）

同
年(

明
暦
元
年)

九
月
十

九
日
に
没
し
た
。

 
  

（
28
）

享
年
六
十
三
歳
。 

  

雅
楽 

｢

詠
九
月
十
三
夜
月
和
歌｣

(

翻
刻
①)

に
み
え
る｢

雅
楽｣

は
、
新
川
盛
政
の
末

子
盛
好(

慶
長
十
年(

一
六
〇
五)

 

～ 

元
和
二
年(

一
六
一
六)

三
月)

の
こ
と
で
あ
る
。
慶
長
十

五
年(

一
六
一
〇)

八
月
の
中
庄
大
宮
本
殿
建
立
棟
札
で
は｢

雅
楽
頭
盛
好｣

と
記
載

さ
れ
、

 
  

（
29
）

盛
好
は
こ
の
頃(

当
時
六
歳)

に
は
異
例
に
早
く
元
服
し
て
い
た
か
。
と
も
あ
れ
、

生
来
、
学
問
・
文
学
を
好
ん
で
書
に
親
し
み
、
幼
く
し
て
仁
義
か
ら
孝
悌
に
及
ぶ
儒

教
道
徳
を
も
身
に
つ
け
た
と
い
う
盛
好
に
対
し
て
、
盛
政
は
将
来
性
を
み
て
、｢

我
志｣

を
継
ぐ
器
量
と
考
え
て
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。

 
  

（
30
）

し
か
し
、
彼
は
元
和
二
年(

一

六
一
〇)

三
月
、
十
二
歳
の
若
さ
で
夭
折
し
て
い
る
。

 
  

（
31
）

 

（
15
） 

（
19
） 

（
20
） 
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ち
な
み
に
、
盛
政
の
大
著
『
配
数
事
類
』
は
、
盛
好
の
追
善
で
霊
前
に
呈
す
る
た

め
、
文
房
に
籠
も
っ
て
文
学
か
ら
医
学
に
至
る
知
識
を
集
大
成
し
て
書
き
上
げ
た
名
数

百
科
事
典
で
あ
り
、
盛
好
の
享
年
に
因
ん
で
十
二
巻
十
二
門
で
編
成
さ
れ
て
い
る
。

 
  

（
32
）

 

  

良
・
お
竹 

｢

詠
九
月
十
三
夜
月
和
歌｣

に
み
え
る｢

良｣

と｢

お
竹｣

を
称
す
る
人
物

は
、
右
和
歌
が
慶
長
五
年｢
陪
八
月
十
五
夜
月
宴
歌
合
和
歌｣

と
同
様
に
、
中
庄
新
川

家
で
催
さ
れ
た
十
三
夜
の
月
見
の
宴
で
詠
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
新
川
家
々
内

や
ご
く
近
親
の
女
性
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
の
と
こ
ろ
、

詳
細
は
不
明
で
あ
る
。 

  

頼
真 

｢

詠
九
月
十
三
夜
月
和
歌｣

に
み
え
る｢
頼
真｣

は
、
中
庄
惣
鎮
守
大
宮
社
の

勧
進
僧
松
室
坊
頼
真
の
こ
と
で
あ
る
。
前
掲
の
慶
長
十
五
年 

中
庄
大
宮
本
殿
建
立
棟

札
に｢

勧
進
沙
門
松
室
坊
頼
真
法
印｣

と
み
え
る
。 

 

松
室
坊
に
つ
い
て
は
、
永
禄
七
年(

一
五
六
四)

三
月
と
同
十
一
年
十
月
の
熊
取
庄
内

の
田
地
売
券
二
点
に
松
室
坊
明
喜
な
る
人
物
が
確
認
で
き
、

 
  

（
33
）

｢

松
室
坊｣
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
根
来
寺
菩
提
谷
の
子
院
々
主
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
前
掲
の
慶

長
五
年｢

陪
八
月
十
五
夜
月
宴
歌
合
和
歌｣

に
み
え
る
頼
長
に
つ
い
て
も
、
頼
真
と
同

じ
く
新
川
家
の
身
内
で
催
し
た
宴
席(

和
歌
会)

に
招
か
れ
て
い
る
こ
と
、｢

頼｣

の
通
字

を
も
つ
こ
と
か
ら
、
松
室
坊
院
主
で
頼
真
の
師
に
あ
た
る
僧
侶
で
は
あ
る
ま
い
か
。

松
室
坊
の
頼
長―

頼
真
師
弟
は
、
天
正
十
三
年(

一
五
八
五)

三
月
の
秀
吉
に
よ
る
紀
州

攻
略
で
根
来
寺
が
破
滅
し
て
以
降
も
、
中
庄
大
宮
等
を
拠
点
に
泉
南
・
紀
北
地
域
に

定
着
し
て
勧
進
活
動
を
行
っ
た
旧
根
来
寺
僧
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
  

（
34
）

 

 

盛
誉 

翻
刻
⑬
の
作
者
で
あ
る
盛
誉
は
、
堺
天
神
社
社
僧
の
松
南
院(

西
坊)

盛
誉

じ
ょ
う
よ

の
こ
と
。『
顕
伝
明
名
録
』
巻
四 

盛
誉
の
項
に
は｢

堺
天
神
社
僧
、
号
西
坊
、
自
宗
柳

古
今
伝
授
、
了
休
息

（
イ
林
）

｣

と
あ
り
、

 
  

（
35
）

彼
は
堺
北
庄
の
産
土
神
、
堺
天
神
社
＝
常
楽
寺(

現

菅
原
神
社
、
堺
市
戎
之
町)

の
住
僧
で
あ
る
と
と
も
に
、
天
正
～
慶
長
前
期
の
堺
連
歌
壇

の
宗
匠
、
下
田
屋
宗
柳
か
ら
古
今
伝
受
を
受
け
た｢

堺
連
歌
師｣

で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、

彼
の
俗
父
は
、
等
恵
や
宗
柳
と
も
一
座
し
た
堺
湯
屋
町(

現
堺
市
熊
野
町)

の
橘
屋
了
休

で
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。

 
  

（
36
）

元
和
前
後
に
は
同
社
松
南
院
の
院
主
で
、
大
坂
夏
の
陣

で
回
禄
後
の
堺
復
興
期
に
は
同
社
を
代
表
す
る
惣
代
の
地
位
に
あ
っ
た
。

 
  

（
37
）

 

 
｢

堺
連
歌
師｣

と
し
て
の
盛
誉
に
関
し
て
は
、
文
禄
二
年(

一
五
九
三)

九
月
～
慶
長
十

五
年(

一
六
一
〇)

九
月
の
間
、
彼
が
一
座
し
た
連
歌
が
確
認
で
き
、

 
  

（
38
）

ま
た
同
三
年
二
月

の
堺
連
衆
の
紀
州
玉
津
島
下
向
に
も
、
宗
匠
宗
柳
や
源
光
寺
祐
心(

同
寺
十
世
・
大
坂
円

光
寺
五
世
、
一
向
宗(

浄
土
真
宗)

僧)

、
吉
祥
院
空
盛(

堺
天
神
社
僧
、
南
坊)

ら
と
共
に
参
加

し
て
い
る
。

 
  

（
39
）

盛
誉
参
加
の
連
歌
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
慶
長
十
五
年
ま
で
し
か
み
ら
れ

な
い
が
、
元
和
三
年(

一
六
一
七)

四
月
ま
で
は
存
生
を
確
認
で
き
る
の
で
、

 
  

（
40
）

資
料
の
残

存
状
況
に
も
よ
る
が
、
堺
天
神
社
内
で
の
地
位
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
、
連
歌
に
一
座

す
る
機
会
が
徐
々
に
減
少
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
点
は
後
考
を
俟
つ
こ

と
と
し
て
、
と
も
か
く
も
宗
柳
か
ら
古
今
伝
受
を
受
け
た
盛
誉
は
、
堺
在
住
の
半
井

な
か
ら
い

卜

養(

卜
養
軒
主
奇
雲
云
也

き

う

ん

う

ん

や)

・
竹
田
薬
師
院
主
石
林
円
玖

せ
き
り
ん
え
ん
き
ゅ
う

の
両
医
師
に
古
今
伝
受
を
行
い
、

｢
堺
伝
受｣

の
道
統
を
伝
え
て
い
る
。

 
  

（
41
）

盛
誉
は
宗
柳
の
次
世
代
を
主
導
す
る｢

堺
連
歌

師｣

の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。 

 

な
お
、
慶
長
十
六
年(

一
六
一
一)

の｢

新
川
盛
政
駿
河
下
向
記｣

に
は
、
盛
政
の
兄
弟

子
に
あ
た
る
盛
誉
が
評
点
を
付
し
て
お
り
、

 
  

（
42
）

本
稿
で
紹
介
す
る
和
歌
詠
草(

翻
刻
①
・

（
菩
提
）
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④
・
⑥
・
⑭)

に
も
評
点
を
付
し
た
も
の
が
み
ら
れ
る
が
、
筆
跡(

書
き
癖)

か
ら
推
し
て
、

点
者
は
盛
誉
の
可
能
性
が
高
い
。
彼
は
宗
柳
亡
き
後
、
盛
政
・
盛
明
を
は
じ
め
と
し

た
中
庄
新
川
家
の
人
々
と
師
弟
関
係
に
準
ず
る
よ
う
な
関
係
を
も
ち
、
連
歌
・
和
歌

を
指
導
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

  

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
翻
刻
資
料
に
つ
い
て
は
、
和
歌
の
翻
刻
の
次
に
、
個
別
解
説

を
付
し
た
の
で
、
併
せ
て
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

〔
注
〕 

(

１)
 

大
利
直
美｢

翻
刻
と
解
題 

慶
長
三
年
二
月 

｢
連
歌
・
和
歌
会
書
留｣

・
慶
長
五

年 
｢

陪
八
月
十
五
夜
月
宴
歌
合
和
歌｣

｣
(

『
調
査
研
究
報
告
』
37
号 

国
文
学
研
究
資

料
館 

二
〇
一
七
年)

。 

(

２)
 
｢

中
庄
新
川
本
家
并
分
家
八
郎
左
衛
門
家
系
図｣

(

江
戸
中
期
以
降
成
立
、
佐
野
新
川

家
文
書
４)

〔
以
下
、｢

佐
野
新
川
家
系
図｣

と
略
す
〕
ほ
か
。 

(

３)
 

慶
長
十
五
年
八
月
吉
日 

中
庄
大
宮(

現
奈
加
美
神
社)

本
殿
建
立
棟
札(
『
泉
佐
野

市
内
の
社
寺
に
残
る
棟
札
資
料 

(

泉
佐
野
市
史
資
料
第
一
集)

』 

泉
佐
野
市
教
育
委
員
会 
一

九
九
八
年
〔
以
下
、
『
市
史
資
料
』
１
と
略
す
〕
Ｐ
55)

。 

(

４)
 

文
禄
三
年
八
月
八
日 

｢

泉
州
日
根
郡
中
庄
村
御
検
地
帳｣

(

新
川
家
５-

11)

。『
新

修
泉
佐
野
市
史
』
七
巻 

史
料
編 

近
世
Ⅱ(

八
巻
合
冊
刊
、
清
文
堂
出
版 

二
〇
〇
七

年)

Ｐ
81
～
107
、
参
照
。 

(

５)
 

吉
井
克
信｢

貝
塚
寺
内
・
願
泉
寺
の
由
緒
を
め
ぐ
っ
て｣

(

『
論
集 

仏
教
土
着
』 

法

蔵
館 

二
〇
〇
三
年)

。 

(

６)
 

宝
暦
九
年
七
月
二
十
九
日 

大
光
寺
本
堂
修
復
棟
札
写(

『
市
史
資
料
』
１ 

Ｐ
40)

。 

(

７)
 

慶
長
十
八
年
二
月
廿
日 

後
水
尾
天
皇
綸
旨(

新
川
家
２-

695)

、
元
和
六
年
六
月

下
浣 

賀
月
道
慶
肖
像 

沢
庵
宗
彭
賛(

新
川
善
政
氏
所
蔵)

。 

(

８)
 

近
藤
孝
敏｢

中
世
末
～
近
世
初
頭
の｢

中
庄
新
川
家
文
書｣

｣
(

『
泉
佐
野
市
史
研
究
』

９
号 

二
〇
〇
三
年)

。 

(

９)
 

山
村
規
子｢

資
料
紹
介｢

新
川
宮
内
少
輔
盛
政
伝 

(

わ
が
老
の
記)｣

｣
(

『
調
査
研
究

報
告
』
38
号 

二
〇
一
八
年)

。 

(

10)
 

近
藤
孝
敏｢

翻
刻
と
解
題 

中
庄
新
川
家
蔵
『
伝
受
次
第
』｣

(

同
右
39
号 

二
〇
一

九
年)

。 

(

11)
 ｢

新
川
宮
内
少
輔
盛
政
伝｣

(

元
和
八
年
十
月
三
日
作
成
、
新
川
家
１-

２)

。
前
掲
山
村

資
料
紹
介
、
参
照
。 

(

12)
 

元
和
戊
午(

四
年) 

新
川
盛
政
肖
像 

沢
庵
宗
彭
賛(

新
川
家 

掛
軸-

３)

。 

(

13)
 

芳
澤
勝
弘
編
『
江
月
宗
玩 

欠
伸
稿
訳
注
』
乾 

偈
頌
207
・
212(

思
文
閣
出
版 

二

〇
〇
九
年)

Ｐ
426
～
427
・
Ｐ
433
～
434
、
前
掲
山
村
資
料
紹
介
、
参
照
。 

(

14)
 (

元
和
八
年)

八
月
十
二
日 

安
藤
帯
刀
直
次
書
状(

赤
松
家
文
書
14-

98)

。 

(

15)
 

元
和
四
年
に
詠
ま
れ
た
盛
政
の
辞
世(

翻
刻
⑧)

は
、
同
八
年
小
春
廿

（
十
月
）

四
日 

新
川

盛
政
肖
像 

沢
庵
宗
彭
賛(

新
川
家 

掛
軸-

４)

や｢

盛
政
伝｣

に
も
写
さ
れ
て
お
り
、

元
和
八
年
に
没
す
る
際
、
改
め
て
詠
み
直
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
用

い
ら
れ
た
。 

(

16)
 

『
玄
朔
門
下
学
生
帳
』
慶
長
九
年
十
一
月
九
日
〔
７
丁
裏
〕(

杏
雨
書
屋 

乾
5379)

。

な
お
、｢
佐
野
新
川
家
系
図｣

で
は
、
幼
名
を
金、
十
郎
と
す
る
が
、
後
の
誤
記
で

あ
ろ
う
。 
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(
17)

 

『
玄
朔
門
下
学
生
帳
』
同
右
日
付
部
分
、
参
照
。 

(

18)
 

慶
長
十
二
年
六
月
二
日 

貝
塚
寺
内
中
・
新
川
一
門
中
連
署
誓
約
状(

願
泉
寺
文

書
Ｂ
53-

２)

。 

(

19)
 

前
掲
注(
３)

慶
長
十
五
年
八
月
吉
日 

中
庄
大
宮
本
殿
建
立
棟
札
。 

(

20)
 (

慶
長
十
九
年)
四
月
廿
八
日 

橋
本
五
介
書
状(

新
川
家
２-

671-

８)

、
同
二
十
年

六
月
吉
日 

中
庄
払
状
〔
同
十
八
年
分
〕(

新
川
家
５-

５)

、
参
照
。 

(

21)
 

前
掲
近
藤
注(

10)

資
料
紹
介
、
参
照
。 

(

22)
 

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
十
六(
続
群
書
類
従
完
成
会 

一
九
六
五
年)

Ｐ
108
。 

(

23)
 (

正
保
三
年)

極
月
朔
日 

新
川
盛
明
書
状
〔
三
宅
文
右
宛
〕(

新
川
家
２-

654-

３)

。 

(

24)
 (

正
保
四
年)

十
一
月
十
八
日 

小
堀
大
膳
正
之
書
状
〔
新
川
権
七
盛
里
・
同
新
五
宗

好
宛
〕(

同
２-

340)

。 

(

25)
 

前
掲
近
藤
注(

10)

資
料
紹
介
、
参
照
。 

(

26)
(

承
応
四
年)

未
ノ
三
月
吉
日 

寿
源
庵
三
瑞
自
筆
隠
居
分
置
文(

新
川
家
２-

15)

。 

(

27)
 

承
応
四
年
三
月
吉
日 

寿
源
庵
三
瑞
自
筆
遺
言
条
々(

赤
松
家
文
書
14-

75)

。 

(

28)
 

前
掲
注(

２)
｢

佐
野
新
川
家
系
図｣

ほ
か
、
参
照
。 

(

29)
 

前
掲
注(

３)

慶
長
十
五
年
八
月
吉
日 

中
庄
大
宮
本
殿
建
立
棟
札
。 

(

30)
 ｢

盛
政
伝｣

、
『
配
数
事
類
』
第
一
冊 

元
和
四
年
十
二
月
下
澣 

司
農
員
外
郎
樵

斎
三
圭(

新
川
盛
政)

自
序(

新
川
家 

別-

１-

１)

、
参
照
。 

(

31)
 

後
世
に
作
成
さ
れ
た｢

三
善
家
系
譜
〔
本
系
図
〕｣

(

新
川
家
１-

３-

１)

は
、
元
和
二

年
三
月
、
盛
好
が
三
十
九
歳
で
没
し
た
と
す
る
が
、
同
時
代
の
『
配
数
事
類
』

第
一
冊 

元
和
六
年
小
春
日

 

（

十

月

）

  

沢
庵
宗
彭
序
や｢

盛
政
伝｣

で
は
十
二
歳
で
没
し

た
と
し
て
い
る
の
で
、
彼
が
十
二
歳
で
夭
折
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

(

32)
 

『
配
数
事
類
』
第
一
～
十
二
冊(

新
川
家 

別-

１-

１
～
12)

。
同
右 

沢
庵
序
、
参

照
。 

(

33)
 

中
家
文
書 

永
禄
七
年
三
月
吉
日 

松
室
坊
明
喜
田
地
売
券
・
同
十
一
年
十
月
吉

日 

松
室
坊
明
喜
田
地
売
券(

『
熊
取
町
史
』
史
料
編
Ⅰ
〔
熊
取
町 

一
九
九
〇
年
〕
Ｐ
366
・

370)

。 

(

34)
 

前
掲
大
利
注(

１)

資
料
紹
介
、
参
照
。 

(

35)
 

『
日
本
古
典
全
集 

顕
伝
明
名
録
』
上(

同
全
集
刊
行
会 

一
九
三
八
年
、
〔
覆
刻
版
〕

現
代
思
潮
社 

一
九
七
八
年)

Ｐ
211
。 

(

36)
 

『
顕
伝
明
名
録
』
巻
七 

了
休
の
項(

同
右
書
下 

Ｐ
361)

、
国
文
学
研
究
資
料
館｢

連

歌
・
演
能
・
雅
楽
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス｣

ほ
か
、
参
照
。 

(

37)
 

寛
永
九
年
七
月
十
日｢

台
徳
院
殿
堺
政
所
江
入
御
之
旧
記｣

(

『
堺
市
史
』
五
巻
〔
堺

市
役
所 

一
九
三
〇
年
、〔
複
刻
版
〕
清
文
堂
出
版 

一
九
七
七
年
〕
Ｐ
276)

ほ
か
。
前
掲
大

利
注(

１)

資
料
紹
介
、
参
照
。 

(

38)
 

前
掲｢

連
歌
・
演
能
・
雅
楽
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス｣

、
奥
田
勲｢

連
歌
作
品
年
表
稿｣

(

『
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
科
学
紀
要
』
23
号 

一
九
六
四
年)

、
参
照
。 

(

39)
 

前
掲
大
利
注(

１)

資
料
紹
介
、
参
照
。 

(

40)
 

前
掲
注(

37)

、
参
照
。 

(

41)
 

『
顕
伝
明
名
録
』
巻
七 

卜
養
の
項(

『
日
本
古
典
全
集 

顕
伝
明
名
録
』
下 

Ｐ
355)

、

『
明
翰
抄
』
付
載｢

堺
古
今
伝
授
之
図｣

(

『
続
群
書
類
従
』
三
十
一
輯
下 

Ｐ
610)

、

参
照
。 

(

42)
 

鶴
崎
裕
雄｢

｢

新
川
盛
政
駿
河
下
向
記｣

の
史
料
的
研
究｣

(

『
調
査
研
究
報
告
』
36
号 

二
〇
一
六
年)
。 
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〔
付
記
〕 

 

本
資
料
紹
介
に
あ
た
っ
て
、
所
蔵
者
と
し
て
貴
重
な
資
料
の
熟
覧
調
査
、
並
び
に

翻
刻
・
公
開
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
中
庄
新
川
家
の
新
川
勲
子
様
・
侑
貴
氏
、
赤
松

家
の
赤
松
益
子
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、

中
庄
新
川
家
文
書
研
究
会
の
小
髙
道
子
・
山
村
規
子
両
氏
に
様
々
な
ご
意
見
・
ご
教

示
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。 

                

〔
凡
例
〕 

(

１)
 

作
品
の
順
番
は
、
作
者
別
に
概
ね
年
代(

推
定
年
代)

順
に
並
ぶ
よ
う
に
し
た
。 

(

２)
 

表
題
に
は
、
便
宜
的
に
年
代(

推
定
年
代)

・
作
者
名
を
付
し
た
。 

(

３)
 

表
題
左
の(

 
)

内
に
、
資
料
の
形
態
・
料
紙
・
寸
法(

縦
㎝×

横
㎝)

・
出
所
・

資
料
番
号
等
の
要
件
を
示
し
た
。 

(

４)
 

翻
刻
と
対
照
で
き
る
よ
う
に
、
下
部
に
資
料
写
真
を
掲
示
し
た
。 

(

５)
 

翻
刻
本
文
の
漢
字
は
、
当
用
漢
字
を
基
本
と
し
た
が
、
旧
字
体
・
異
体
字
を
一

部
残
し
た
箇
所
が
あ
る
。
仮
名
に
つ
い
て
は
、
和
歌
本
文
は
平
仮
名
表
記
で
統

一
し
た
。
詞
書
や
後
筆
の
評
語
等
で
は
、
当
時
の
使
い
分
け
を
勘
案
し
、
片
仮

名
表
記
を
そ
の
ま
ま
残
し
た
。
ま
た
任
意
で
句
読
点
を
付
し
た
。 

(

６)
 

歌
の
行
割
り(

改
行)

に
つ
い
て
は
、
字
数
上
、
困
難
な
場
合
は
／
を
入
れ
て
改

行
を
示
し
た
。 

(

７)
 

加
筆
・
追
筆
箇
所
は
、
可
能
な
限
り
、
資
料
ど
お
り
に
本
文
左
右
の
相
当
部
分

に
示
し
た
。
ま
た
、
種
々
の
訂
正
・
抹
消
部
分
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
左
に
ミ

セ
ケ
チ(

〻)

を
付
し
た
。 

(

８)
 

和
歌
の
点(

平
点)

は
当
該
箇
所
に
〽
、
長
点
は
〽
〽
で
示
し
た
。 

(

９)
 

人
名
や
難
語
な
ど
、
ま
た
脱
字
箇
所
や
破
損
部
分
を
示
す
場
合
に
は
、
適
宜
、

任
意
で(

 
)

で
傍
注
を
付
し
た
。
端
裏
書
や
特
殊
な
記
載
に
つ
い
て
も
、
文
の

右
に(

 
)

で
傍
注
を
付
し
、｢

 
｣

内
に
そ
の
記
載
を
示
し
た
。 

(

10)
 

資
料
翻
刻
の
左
部
ま
た
は
下
部
に
、
資
料
上
の
所
見
や
作
者
・
年
代
の
推
定
根

拠
、
内
容
上
の
問
題
な
ど
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
※
を
付
し
解
説
を
簡
略
に

記
し
て
お
い
た
。 
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〔
翻
刻
〕 

①
（
慶
長
十
五
年
～
元
和
元
年
）
賀
月･

盛
政
等 

詠
九
月
十
三
夜
月
和
歌
七
首 

(

竪
紙
、
楮
紙
、
31.4×

48.6
㎝
、｢

中
庄
新
川
家
文
書｣

６-

32)
 

 
 

詠
九
月
十
三
夜
月
和
哥 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

賀
月

（
新
川
盛
喜
） 

月〽

こ
よ
ひ
い
つ
く
の
雲
に
や
と
る
ら
ん 

／
名
残
お

も

し
〻け
き
雨
の
空
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

盛
政

（
新
川
） 

さ〽

り
と
も
と
も
な
か
よ
り
待
こ
よ
ひ
し
も 

／
雨
雲
ま
よ
ふ
月
を
し
そ
お
も
ふ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

雅
楽

（
新
川
盛
好
） 

か
き
く
も
り
あ
や
め
も
見
え
ぬ
空
な
れ
と 
／
名
や
は
か
く
る
ゝ
秋
の
夜
の
月 

 
 

右
も
珍
重
候
、
空
な
れ
と
ゝ
御
入
候
、
墨
引 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

か
た
く
候 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

盛
明

（
新
川
） 

暮〽

て
秋
こ
ゝ
ろ
残
れ
る
今
宵
哉 

／
月
か
き
く
も
る
あ
ま
雲
の
空 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

頼
真

（
松
室
坊
） 

く〽

も
り
つ
ゝ
月
の
光
も
見
え
わ
か

ぬす〻  

／
こ
よ
ひ
ふ
か
さ
て
雨
は
は
れ
な
ん 

良 

名
に
た
か
き
月
さ
えへ

く
も
る
さ
の
み
身
の 

／
う
き
事
あ
り
と
世
を
は
う
ら
み
し 

お
竹 

弥〽

た
か
き
名
を
得
し
月
を
あ
や
に
く
に 

／
ね
た
み
か
ほ
な
る
む
ら
さ
め
の
雲 

※
九
月
十
三
日
に
中
庄
新
川
家
内
で
催
さ
れ
た
月
見
の
宴
で
詠
ま
れ
た
十
三
夜
の
詠

草
。
後
に
評
点
を
受
け
て
い
る(

点
五
首
、
点
者
は
盛
誉
か
？)

。
年
代
は
、｢

雅
楽｣

と

あ
る
新
川
盛
好
が
み
え
、
彼
の
名
乗
り(

官
途
名)

と
没
年
か
ら
、
慶
長
十
五
年(

一

六
一
〇)

～
元
和
元
年(

一
六
一
六)

の
間
に
比
定
で
き
る(

解
題
、
参
照)

。 

 



 45 

② 
元
和
元
年
八
月
十
五
日 

賀
月
道
慶(

新
川
盛
喜)

 

詠
八
月
十
五
夜
月
和
歌 

(

竪
紙
、
楮
紙
、
32.4×

44.4
㎝
、｢

中
庄
新
川
家
文
書｣

１-

134)
 

 
 

詠
八
月
十
五
夜
和
哥 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

賀
月 

 

あ
ひ
に
あ
ひ
ぬ
月
□
名

（
は
）

高
き
君
か
代
の
風
も
お
さ
ま
る
秋
の
空

よ
の

〻か
〻な 

 
 
 
 

月風〻

前
露 

ふ
けく

る
ま
て
月
に
今
夜
や
し
ら
ふ
ら
ん
あ
か
ぬ
を
ま
ゝ
の
露
の
玉
こ
と 

 
 
 
 

山
月 

雲
は
れ
て
月
も
さ
や
け
し
久
方
の
山
さ
へ
ち
か
く
な
る
心
ち
し
て 

 
 
 
 

野
月 

月
に
し
も
さ
そ
は
れ
出
て
詠
れ
は
野
は
百
草
の
花
の
香
そ
す
る 

 
 
 
 

浦
月 

う
ら
風
に
く
も
り
も
や
ら
ぬ
月
み
れ
は
波
も
さ
や
け
き
夕
ひ
か
た
か
な 

 
 
 
 

花
洛
月 

秋
こ
よ
ひ
は
な
の
都
の
月
を
み
て
さ
そ
を
し
な
へ
て
よ
め
る
言
の
葉 

 
 
 
 

古
郷
月 

ふ
る
里
を
む
か
し
の
ま
ゝ
に
月
す
め
は
猶
色
ふ
か
き
露
の
玉
さ
ゝ 

 
 
 
 

山
家
月 

山
か
け
や
柴
の
庵
に
住
ゐ
し
て
月
を
よ
す
に
詠

（
か
脱

カ

）

を
そ
す
る 

 
 
 
 

月
前
雁 

雁
か
と
ふ
か
す
さ
へ
み
ゆ
る
秋
の
よ
の
月
も
か
た
ふ
く
に
し
の
空
か
な 

 
 
 
 

月
前
虫 
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月
さ
や
に
な
り
行
ま
ゝ
に
松
む
し
の
こ
ゑ
ほ
の
め
か
す
古
里
の
秋 

 
 
 

月
前
鐘 

見
〻か
る
内
に
夜
や
ふ
け
ぬ
ら
ん
月
す
め
る
空
に
ひ
ゝ
か
す
か
ね
の
音
哉 

 
 
 
 

寄
月
恋 

た
ゆ
み
な
く
月
に
い
の
ら
ん
玉
か
つ
ら
か
け
て
命
の
た
え
は
て
ん
ま
て 

 
 
 
 

月
前
述
懐 

月
な
ら
て
た
れ
か
し
ら
ま
し
老
ら
く
か
さ
夜
ふ
け
か
た
に
み
な
と
な
ふ
と
は 

 
 
 
 

月
前
神
祇 

さ
や
け
し
な
み
か
さ
の
み
ね
の
月
の
夜
に
鹿
の
こ
ゑ
す
る
浮
雲
の
宮 

 
 
 
 

同 

住
吉
の
き
し
の
ひ
め
ま
つ
幾
代
し
も
よ
る
へ
の
水
に
月
を
見
る
ら
ん 

 
 
 
 
 
 

元
和
元
年
八
月
十
五
日 

 

※
賀
月
道
慶(

新
川
盛
喜)

が
元
和
元
年(

一
六
一
六)

八
月
十
五
夜
に
詠
ん
だ
名
月
の
詠

草
。
後
の
追
筆
と
思
わ
れ
る
自
筆
の
訂
正
部
分
が
数
箇
所
み
ら
れ
る
も
の
の
、
評

点
は
受
け
て
い
な
い
。
な
お
、
奥
に
記
さ
れ
た
年
月
日
の
記
載
は
、
墨
が
和
歌
本

文
と
明
ら
か
に
異
な
っ
て
お
り
、
後
日
の
追
筆
だ
と
考
え
ら
れ
る(

賀
月
自
筆
か
？)

。 

  

③
（
元
和
八
年
以
前 

一
月
）
賀
月
道
慶 

和
歌
短
冊 

(

短
冊
、
楮
紙(

打
曇
り)

、
35.5×

5.3
㎝
、
新
川
家
蔵 
金
屏
風
Ｂ 

２-

２)
 

  
 
 
 
 
 
 

き
の
ふ
見
し
嶺
の
し
ら
雪
け
ふ
よ
り
は 

早
春 

 
 
 
 
 
 
 

老
に
か
さ
ゝ
ん
花
の
春
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

賀
月 

 

 

※
賀
月(

新
川
盛
喜)

が｢

早
春｣

の
題
で
詠
ん
だ
和
歌
の
短
冊
。
年
代
は
、
彼
の
没
年
月

日(

元
和
八
年(

一
六
二
二)

十
一
月
十
五
日)

を
下
限
と
す
る
一
月
と
し
た
。 
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④
（
元
和
三
年
以
前 

七
月
七
日
）
新
川
盛
政 

詠
七
首
和
歌 

(

竪
紙
、
楮
紙
、
31.5×

44.4
㎝
、｢

中
庄
新
川
家
文
書｣

１-

175)
 

｢

付
墨
五
首｣

（
端
裏
書
）

 

 
 

詠
七
首
之
和
歌 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

盛
政 

 
 

七
夕
雲 

浮〽

雲
の
う
き
た
る
恋
も
有
物
を 
／
い
か
に
ち
き
り
て
あ
へ
る
ほ
し
そ
も 

 
 
 
 

七
夕
風 

初〽

風
の
た
ち
そ
め
し
よ
り
七
夕
の 

／
あ
は
ん
今
宵
や
待
事
に
せ
し 

 
 
 
 

七
夕
月 

七〽

夕
の
契
り
は
た
え
し
久
方
の 

／
月
の
ひ
か
り
の
さ
ら
ん
か
き
り
は 

 
 
 
 

七
夕
雨 

ふ〽

る
雨
を
い
と
ひ
や
す
ら
ん
七
夕
の 

／
た
と
る
浅
瀬
に
水
や
ま
さ
る
と 

 
 
 
 

七
夕
露 

秋
の
葉
は
ま
た
色
つ
か
ぬ
白
露
に 

／
も
み
ち
し
ぬ
ら
ん
か
さ
ゝ
き
の
橋 

 
 
 
 

七
夕
煙 

七
夕
の
そ
ら
た
き
物
や
け
ふ
る
ら
ん 

／
雲
ゐ
に
見
ゆ
る
ふ
し
の
高
根
は 

 
 
 
 

七
夕
鹿 

小を

鹿
な
く
や
ま
さ
と
人
も
七
夕
の 

／
ち
き
る
今
宵
に
あ
ふ
や
う
れ
し
き 

 

※
新
川
盛
政
の
七
夕
の
詠
草
。
端
裏
書
に
異
筆
で｢

付
墨
五
首｣

と
あ
り
、
後
に
評
点

を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る(

点
五
首
、
点
者
は
盛
誉
か
？)

。
盛
政
が
道
号･

法
名

を
自
称
す
る
元
和
四
年(

一
六
一
八)

三
月
以
前
の
作
で
あ
る
。 

 
〽 
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⑤
（
元
和
三
年
以
前 

七
月
七
日
）
新
川
盛
政 

詠
七
首
和
歌 

(

竪
紙
、
楮
紙
、
27.7×

39.6
㎝
、｢

中
庄
新
川
家
文
書｣

１-

188)
 

 
 

詠
七
首
之
和
哥 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

盛
政 

 
 

七
夕
雲 

大
空
に
立
お
ほ
ふ
雲
と
七
夕
の 

／
む
ね
の
け
ふ
り
と
い
つ
れ
ま
さ
れ
る 

 
 
 
 

七
夕
風 

ま
ほ
に
ゆ
く
秋
の
は
つ
風
ふ
く
か
ら
に 

／
七
夕
つ
め
や
船
い
そ
く
ら
ん 

 
 
 
 

七
夕
月 

天
川
わ
た
る
渕
瀬
は
か
は
る
と
も 

／
た
と
ら
し
と
お
も
ふ
月
の
さ
や
け
さ 

 
 
 
 

七
夕
雨 

こ
と
し
た
に
二
夜
を
ち
き
れ
そ
ら
の
ほ
し 

／
こ
よ
ひ
計
は
雨
や
と
り
し
て 

 
 
 
 

七
夕
露 

七
夕
の
落
す
な
み
た
か
今
朝
を
き
し 

／
草
葉
の
露
は
色
か
は
り
け
り 

 
 
 
 

七
夕
煙 

七
夕
の
今
朝
の
わ
か
れ
の
お
も
ひ
に
は 

／
富
士
の
け
ふ
り
も
名
の
み
な
る
へ
し 

 
 
 
 

七
夕
鹿 

さ
を
し
か
の
な
く
一
こ
ゑ
に
あ
へ
る
よ
は 

／
七
夕
つ
め
の
ち
き
る
こ
ろ
か
な 

 

※
④
と
同
様
、
新
川
盛
政
の
七
夕
の
詠
草
。
た
だ
し
、
評
点
は
受
け
て
い
な
い
。
年

代
も
④
と
同
じ
く
、
盛
政
が
道
号･

法
名
を
自
称
す
る
元
和
四
年(

一
六
一
八)

三
月

よ
り
以
前
に
比
定
で
き
る
。 
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⑥
（
元
和
四
年
三
月
以
前
）
新
川
盛
政 

詠
二
十
首
和
歌 

(

続
紙
、
鳥
の
子
、
32.8×

131.3
㎝
、｢

中
庄
新
川
家
文
書｣

１-

168)
 

 
 

詠
二
十
首
和
哥 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

盛
政 

 
 
 
 

早
春
山 

雪〽

き
え
て
春
や
立
ら
む
白
妙
の 

／
か
す
み
の
こ
ろ
も
着
ぬ
山
も
な
し 

 
 
 
 

海
辺
梅 

今
朝
は
ま
た
か
す
み
も
や
ら
て
難
波
津
の 

／
春
の
海
辺
に
匂
ふ
梅
か
な 

 
 
 
 

花 

ま〽

つ
ほ
と
を
い
か
に
長
し
と
思
ふ
日
の 

／
花
の
さ
か
り
は
夢
の
春
か
な 

 
 

尤
珍
重
候
歟 

 
 
 
 

水
上
花 

吉
野
川
み
ね
の
あ
ら
し
の
吹
か
ら
に 

／
波
に
浪
た
つ
花
の
ゆ
ふ
は
へ 

 
 
 
 

帰
雁 

さ〽

ほ
姫
の
霞
の
こ
ろ
も
き
る
山
に 

／
帯
引
す
て
ゝ
か
へ
る
雁
か
な 

 
 

但
第
三
句
猶
あ
る
へ
く
候
歟 

 
 
 
 

夜
時
鳥 

都
お
も
ふ
か
り
の
ま
く
ら
も
か
く
は
か
り 

／
な
み
た
ふ
か
む
る
ほ
と
ゝ
き
す
哉 

 
 

右
御
詠
下
句
珍
重
候
、
第
二
句
今
す
こ
し
あ
る
へ
く
候
歟 

 
 
 

夏
月 

天〽

の
戸
を
た
ゝ
く
水
鶏
に
驚
て 

／
出
れ
は
む
か
ふ
山
の
端
の
月 

 
 
 
 

納
涼 

む〽

す
は
ぬ
も
す
ゝ
し
か
り
け
る
岩
井
哉 

／
や
と
る
月
さ
へ
こ
ほ
る
は
か
り
に 
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初
秋 

荻
の
葉
も
音
せ
ぬ
ほ
と
の
初
風
に 

／
な
と
も
ろ
く
し
も
柳
ち
る
ら
ん 

 
 
 
 

月
前
雁 

古〽

郷
を
出
し
な
み
た
に
し
ほ
り
て
や 

／
つ
は
さ
を
雁
の
月
に
ほ
す
ら
む 

 
 
 
 

秋
露 

秋〽

風
に
袂
の
露
や
こ
ほ
る
ら
む 

／
野
に
も
や
ま
に
も
色
か
は
る
ま
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

よ
ろ
し
く
候
歟 

 
 
 
 

秋
惜
月 

と
り
と
む
る
物
な
ら
ね
と
も
天
の
河 
／
な
か
れ
て
は
や
き
月
お
し

（
マ
マ
）

そ
お
も
ふ 

 
 
 
 

暁
月 

山
里
は
出
る
も
を
そ
き
あ
か
つ
き
の 

／
月
に
あ
や
な
く
か
ゝ
る
雲
か
な 

 
 
 
 

冬
月 

須
磨
の
う
ら
や
も
し
ほ
の
け
ふ
り
か
き
け
ち
て 

／
こ
ほ
れ
る
月
の
す
み
わ
た
る
ら
む 

 
 

第
三
句
如
何 

 
 
 
 

雪
中
早
梅 

香〽

に
出
て
に
ほ
は
さ
り
せ
は
梅
の
花 

／
さ
く
と
も
し
ら
し
雪
の
ふ
れ
ゝ
は 

 
 
 
 

歳
暮 

年〽

の
緒
を
く
り
か
へ
し
ぬ
る
春
は
あ
れ
と 

／
け
ふ
の
暮
こ
そ
名
残
お
し
け
れ 

 
 
 
 

恨
恋 

な
へ
て
世
に
あ
ふ
て
ふ
恋
の
な
か
り
せ
は 

／
真
葛
か
原
の
風
も
さ
は
か
し 

 
 
 
 

待
恋 

ね
や
の
戸
も
さ
ゝ
て
待
夜
は
ふ
け
果
て 

／
音
信
つ
ら
き
軒
の
松
か
せ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

下
句
ハ
難
も
な
く
候 
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別
恋 

枕〽

さ
へ
ま
た
取
あ
へ
ぬ
み
し
か
夜
の 

／
わ
か
れ
か
な
し
き
あ
か
つ
き
の
か
ね

空
歟

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
ね
と
候
へ
ハ
、
理
か
あ
ま
り
至
極
候
て
よ
ろ
し
か
ら
す
聞
え
候 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

連
哥
に
ハ
か
は
り
、
哥
ハ
理
の
つ
ま
り
立
ぬ
や
う
に
あ
そ
ハ
し
候 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事
、
肝
要
候
歟 

 
 
 
 

神
祇 

相
お
も
ふ
心
の
ま
つ
を
う
へ
し
植
て 

／
い
の
る
に
か
な
へ
住
吉
の
神 

 
 

 

恋
の
哥
な
か
ら
、
祝
候
て
め
て
た
く
覚
え
候
歟 

 
 

連
哥
に
ハ
相
か
ハ
り
に
て
墨
を
引
く
事
中
〳
〵
な
き
事
、
其
憚
多
候 

 
 

別
而
御
条
な
き
に
よ
り
如
此
候
、
か
ま
へ
て
〳
〵
此
巻
物
い
さ
ゝ
か
も
外
見
候 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
し
く
候 

 
 
 
 
 

 

付
墨
十
首 

※
四
季
・
恋
・
神
祇
を
詠
ん
だ
新
川
盛
政
の
歌
。
奥
に
異
筆
で｢

付
墨
十
首｣

と
あ
る

よ
う
に
、
後
に
評
点
を
受
け
て
い
る
が(

点
五
首)
、
点
者
は
筆
跡(

書
き
癖)

等
か
ら

み
て
盛
誉
と
推
察
さ
れ
る
。
年
代
は
④
⑤
と
同
じ
く
、
盛
政
が
道
号･

法
名
を
自
称

す
る
元
和
四
年(

一
六
一
八)

三
月
よ
り
以
前
に
比
定
で
き
る
。
な
お
、
本
作
は
65.0
㎝

と
66.3
㎝
の
鳥
の
子
二
紙
を
横
に
貼
り
継
い
だ
続
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

  

⑦
（
元
和
四
年
三
月
以
前
）
新
川
盛
政 

和
歌
短
冊 

(

短
冊
、
楮
紙(

打
曇
り)

、
35.0×

5.2
㎝
、
新
川
家
蔵 

金
屏
風
Ｂ 

３-

２)
 

 
 
 
 
 
 
 

た
か
筆
も
を
よ
ふ
ま
し
き
は
住
の
え
に 

羇
旅 

 
 
 
 
 
 
 

舩
こ
き
よ
す
る
春
の
夕
は
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

盛
政 

※
新
川
盛
政
の
「
羇
旅｣

の
題
で
詠
ん
だ
和
歌
の
短
冊
。
年
代
は
④
⑤
⑥
と
同
様
、
盛

政
が
道
号･

法
名
を
自
称
す
る
元
和
四
年(

一
六
一
八)

三
月
以
前
に
比
定
で
き
る
。 
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⑧ 

元
和
四
年
七
月
九
日 

南
容
三
圭
禅
人(

新
川
盛
政)

 

辞
世 

(

竪
紙
、
竹
紙
、
34.6×

46.4
㎝
、｢

中
庄
新
川
家
文
書｣

１-

180)
 

実
全
是
夢
々
是
全 

実
五
十
餘
年
寤
寐 

恒
一 

ね
る
も
又
起
る
も
ひ
と
つ 

た
ゝ
ち
に
て
五
十
あ
ま
り
の 

夢
の
春
秋 

 

元
和
四
年
秋
七
月
九
日 

 
 

 
 

 
 
 

南
容
三
圭
禅
人

（
新
川
盛
政
）

 

※
料
紙
袖
上
端
部
と
奥
下
端
部
に
は
、
角
を
大
き
く
切
り
取
っ
た
部
分
が
あ
り
、
肌

裏
打
ち
を
施
し
て
お
り
、
軸
装
し
た
も
の
を
剥
が
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
作
は
、

新
川
盛
政
が
元
和
四
年(

一
六
一
八)

春
に
剃
髪
、
樵
斎
南
容
三
圭
を
号
し
た
直
後
の

同
六
月
頃
か
ら
病
床
に
伏
し
、
一
時
、
危
篤
と
な
っ
た
際
に
用
意
し
た
辞
世
で
あ

る
。
辞
世
は
、
禅
宗
的
内
容
を
も
つ
漢
詩(

八
言
対
聯)

＝
偈
頌

げ

じ

ゅ

と
和
歌
の
一
対
か
ら

な
る
。
偈
頌
上
句｢

実
全
是
夢
々
是

（
夢
）

全
実｣

は
、
中
国
宋
代
の
臨
済
僧
大だ

い

慧え

宗
杲

そ
う
こ
う(

一

〇
八
九
～
一
一
六
三)

『
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
』
の｢

令
悟
夢
与
非
夢
悉
皆
是
幻
。
則

全
夢
是
実

、
、
、
、
。
全
実
是
夢

、
、
、
、
。
不
可
取
不
可
捨
。
至
人
無
夢
之
義
。
如
是
而
已｣

と
の
説

を
受
け
、
下
句｢

寤
寐
恒
一｣

も
同
様
に
右
語
録
か
ら
引
か
れ
て
お
り(

『
大
正
新
修

大
蔵
経
』
巻
47)

、
深
い
影
響
を
受
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
禅
の
知
識
・
理
解
に
裏

付
け
ら
れ
た
盛
政
の
人
生
観
は
、
次
掲
の
和
歌
に
も
連
動
し
て
、
ほ
ぼ
同
意
の
内

容
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
右
の
偈
頌
と
和
歌
は
、
元
和
八
年
九
月
十
九

日
に
没
す
る
際
、
再
度
、
辞
世
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
改
め
て
辞
世
が
詠
み

直
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た(

解
題
註(

15)

、
参
照)

。 
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⑨ 
元
和
四
年
八
月
十
五
日 

沙
弥
三
圭(

新
川
盛
政)

 

詠
八
月
十
五
夜
月
和
歌 

(

竪
紙
、
楮
紙(

打
紙)

、
37.0×

49.7
㎝
、｢

中
庄
新
川
家
文
書｣

１-

181)
 

 
 

詠
八
月
十
五
夜
月
和
歌 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

沙
弥
三
圭

（

新

川

盛

政

） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
よ
ひ
し
も 

秋
の
夜
の
千
夜
を
一
よ
に
○

 

な〻

すせ〻

 

り〻

と
も

〻こ
〻よ
〻ひ
〻の
月
に
あ

かく〃

れと〃

 

し〃

 

も〃

や
は

  

せ
ん  

 
 
 
 

月
前
露 

よ
る
ひ
か
る
玉
と
み
る
ま
て
名
に
高
き
月
こ
そ
や
と
れ

の秋〻

ヘ草〻

の
露

白

 

 
 
 
 

山
月 

月
は
こ
よ
ひ
ふ
し
の
高
根
に
詠
て
ん
又
さ
は
る
へ
き
山
の
端
も
な
し 

 
 
 
 

野
月 

山
陰
は
出
る
も
を
そ
く
月
こ
よ
ひ
詠
や
せ
ま
し
む
さ
し
野
の
原 

 
 
 
 

浦
月 

昔
見
し
人
の
夢
ま
て
思
ひ
出
る
す
ま
の
浦
半

にの〻

て
る
月
を
み
てし 

 
 
 
 

花
洛
月 

い
か
は
か
り
夢
に
ま

すさ〻

ら
ん
影
高
き
月
の
中
な
る
花
の
洛
は 

 
 
 
 

古
郷
月 

浅
茅
に

生

住
る
う
き
身
も
な
く
さ
み
ぬ
名
に
し
ほ
ひ
た
る
月
を
詠
て 

 
 
 
 

山
家
月 

わ
か
心
置
所
な
く
柴
の
戸
に
名
高
き
空
の
月
を
や
と
し
て 

 
 
 
 

月
前
雁 

月
に
こ
よ
ひ
た
か
か
き
か
は
す
玉
章
を
初
雁
か
ね
の
か
け
て
き
つ
ら
ん 

 
 

月
前
虫 

む
か
へ
こ
し
駒
も
い
さ
み
て
く
つ
は
む
し
す
た
く
こ
よ
ひ
の
月
の
さ
や
け
さ 
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月
前
鐘 

見
る
ま
ゝ
に
秋
も
半
や
過
ぬ
ら
ん
月
の
行
ゑ
に
鐘
ひ
ゝ
く
也 

 
 

月
前
雲 

ね
た
む
と
も
名
に
は
さ
は
ら
し
村
雲
の
乱
れ
て
月
に
何
お
ほ
ふ
ら
ん 

 
 

寄
月
恋 

せ
め
て
さ
は
つ
ら
き
は
つ
ね
に
見
す
る
と
も
年
に
一
よ
の
月
に
た
に
と
へ 

 
 

月
前
述
懐 

名
を
得
た
る
月
見
る

時
た
ひ

〻
〻

の
心
の
み
其
昔
に
は
か
は
ら
さ
り
け
り 

 
 

月
前
神
祇 

そ
の
か
み
も
か
く
や
あ
り
け
ん
秋
こ
よ
ひ
分
て
さ
や
け
き
月
よ
み
の
も
り 

 
 

 
 

元
和
四
年
八
月
十
五
夜 

 詠
之

 

※
新
川
盛
政(

南
容
三
圭)

が
元
和
四
年(

一
六
一
八)

春
に
剃
髪
し
た
後
、
六
月
頃
か
ら
病

床
に
伏
し
て
い
た
時
期
に
詠
ま
れ
た
詠
草
。
本
作
に
は
自
筆
の
訂
正
が
数
箇
所
み

ら
れ
る
も
の
の
、
評
点
は
受
け
て
い
な
い
。
七
月
中
旬
、
盛
政
は
一
時
、
危
篤
に

陥
り
辞
世
ま
で
用
意
し
た
が(

翻
刻
⑧)

、
そ
の
後
、
何
と
か
持
ち
直
し
て
、
十
月
～

十
二
月
に
は
京
都
の
け
い
て
き
あ
ん
啓
迪
庵(

岡
本
玄
冶)

の
許
に
入
院
し
、
治
療
を

受
け
て
い
る(

解
題
、
参
照)

。
本
作
が
草
さ
れ
た
時
期
は
、
病
状
が
小
康
状
態
を
保
っ

て
、
古
郷
の
泉
州
中
庄
で
療
養
し
て
い
た
頃
に
あ
た
る
と
推
察
さ
れ
る
。
な
お
、

本
作
の
料
紙
は
、
楮
紙
の
打
紙
を
利
用
し
て
い
る
。 

  

⑩
（
元
和
八
年
九
月
以
前
）
新
三
郎
七
年
忌
日
追
善
和
歌 

(

切
紙
、
楮
紙(

奉
書
紙)

、
36.2×

11.0
㎝
、｢

中
庄
新
川
家
文
書｣

１-

171)
 

露
と
の
み
き
へ
に
し
人
は
七
年
そ
め
く
り
て 

今
日
も
ぬ
れ
し
袂
も 

 
 

新
三
郎
七
年
忌
ノ
日
、
追
善
仕
候
、
そ
も
添
削
済 

 
 

不
申
候
、
光
陰
鉄
炮
の
こ
と
し
と
御
申
候
、
其
御
覚
え
に
も 

 
 

袖
を
御
ぬ
ら
し
可
被
下
と
存
上
候
、
追
善
御
心
詠
候
者
、｢

御
手
向
被
下
候

（
下
部
横
書
）

｣
 

※
左
注
に
よ
る
と
、
新
三
郎
の
七
回
忌
に
あ
た
っ
て
、
追
善
の
思
い
と
追
懐
の
心
情

を
詠
み
、
添
削
を
加
え
ず
に
遺
族
へ
進
呈
し
て
、
故
人
に
手
向
け
た
歌
で
あ
る
。

料
紙(

厚
手
の
キ
メ
の
細
か
な
奉
書
紙)

・
書
風
な
ど
か
ら
推
し
て
、
近
世
初
期
の
も
の

と
判
断
で
き
る
。
新
三
郎
は
詳
細
不
詳
で
あ
る
が
、
中
庄
新
川
家
当
主
の
初
名
が

盛
明
・
盛
里
二
代
に
わ
た
り
新、
十
郎
だ
っ
た
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
或
い
は
同
家

近
親
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
筆
跡
か
ら
み
て
、
作
者
が
新
川
盛
政

で
あ
る
可
能
性
を
考
慮
し
、
年
代
を
彼
の
没
年(

元
和
八
年(

一
六
二
二)

九
月
十
九
日)

以
前
と
し
て
示
し
て
お
く
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
新
三
郎
の
人
物
比
定
を
含
め
、
今

後
検
討
を
要
す
る
。 
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⑪
（
元
和
八
年
九
月
以
前
）
詠
七
首
和
歌
（
新
川
盛
政
作
ヵ
） 

(

折
紙
、
楮
紙
、
30.6×

41.8
㎝
、｢

中
庄
新
川
家
文
書｣

２-

580)
 

※
折
紙
詠
草
の
形
式
を
と
る
。
冒
頭
の
詞
書
に｢

同、
し、
頃｣

と
あ
り
、
綴
ら
れ
て
は
い

な
い
が
、
前
に
対
と
な
る
折
紙
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
季
節
を
跨
ぎ
名
所･

歌
題
等
を
詠
ん
だ
も
の
で
、
数
箇
所
訂
正
が
あ
る
。
筆
跡
か
ら
み
て
、
新
川
盛
政

の
習
作
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ひ
と
ま
ず
、
年
代
を
盛
政
没
年(

元
和
八
年(

一
六
二
二)

九
月
十
九
日)

以
前
に
比
定
し
て
お
く
。 

 
（
表
） 

 
 

同
し
頃
、
琴
を
き
ゝ
て 

お
も
う
こ
と
な
き
身
な
り
せ
は 

も
の
ゝ
ね
も
こ
ゝ
ろ
の
と
か
に 

き
か
ま
し
も
の
を 

 
 
 
 

夢 

う
き
ま
ゝ
に
夢
を 

た
の
め
は
な
か
〳
〵
に 

ぬ
る
か
う
ち
に
も
身
を
な
け
く
か
な 

 
 

大
江
山
に
て

（
丹
波
国
）

 

お
も
ふ
こ
と
大
江
の
山
に 

た
つ
雲
の
は
れ
て
こ
ゝ
ろ
の 

ゆ
く
か
た
も
か
な 

 
 

宇
都
山
に
て
都
の

（
駿
河
国
宇
津
山
）

 

 
 

女
房
と
と

（
を
ヵ
）

も
な
ひ
て 

う
つ
の
山
う
つ
ゝ
か
夢
か 

め
つ
ら
し
き
人
と
わ
け
つ

るな 

つ
た
の
細
み
ち 

（
裏
） 

 
 

秋
風
寒
き
夜 

 

ふ
る
衣
あ
ら
ひ
て
き
せ
ん 

 

娘
も
な
し
さ
む
な

く

ふ
き
そ 

 

夜
は
の
秋
風 

  

ゆ
め
さ
む
る
枕 

 
 

 
 

 

そ
はわ〻

た
て 

 
つ
く
つ
く
と 

 
 

 
 

 

お
も
へ
は 

 

遠
し
ふ
る
さ
と
の
空 

  
 

 

と
し
の
暮
に 

 

た
れ
も
み
な
ゆ
き
つ
も
る 

 

て
ふ
身
を
し
れ
は 

 
 

 
 

ふ
り
は
て
ぬ 

 

と
し
の
く
れ
も 

 
 

 
 

 

か
な
し
き 
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⑫
（
元
和
八
年
九
月
以
前
）
和
歌
詠
草
（
新
川
盛
政
病
床
時
作
ヵ
） 

(

竪
紙
、
切
紙
、
18.0×

29.0
㎝
、｢

中
庄
新
川
家
文
書｣

２-

140)
 

う
し
と

きみ〻

くし〻

と
り
と 

か
ね
と
を
老
の
身
の 

寝
や
に
は
な
に
と 

待
や
わ
ふ
ら
ん 

 
 

病
に
ふ
し
て
あ
く
る
を 

 

を
そ
し
と
く
る
し
き
餘
り

に 

 

よ
み
は
へ
る 

 

※
左
注
に
よ
れ
ば
、
作
者
が
病
床
で
、
夜
が
明
け
る
の
が
遅
い
と
思
い
な
が
ら
、
老

齢
の
身
に
迫
る
死
の
恐
怖(

悍お
ぞ

し)

と
病
の
苦
痛
を
詠
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
作
者
の

記
名
は
な
い
も
の
の
、
筆
跡
等
か
ら
み
て
も
、
新
川
盛
政
と
み
て
間
違
い
あ
る
ま

い
。
彼
が
晩
年
に
病
床
に
あ
っ
た
時
期
は
、
辞
世(

翻
刻
⑧)

を
記
し
た
元
和
四
年(

一

六
一
八)

六
月
頃
～
十
二
月
と
、
没
年
の
同
八
年
六
月
二
十
五
日
～
九
月
十
九
日
の

二
度
で
あ
る
が
、
本
作
が
草
さ
れ
た
の
が
い
ず
れ
か
は
、
今
の
と
こ
ろ
特
定
で
き

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
盛
政
の
没
年
月
を
本
作
の
年
代
の
下
限
と
し

て
示
し
て
お
く
。 
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⑬
（
慶
長
～
元
和
頃 

正
月
）
堺
天
神
社
僧
松
南
院
盛
誉 

和
歌
三
首
幷
元
日
発
句 

(

竪
紙
、
楮
紙
、
34.8×

51.0
㎝
、｢

中
庄
新
川
家
文
書｣

１-

222)
 

 
 
 
 
 

立
春
天 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

盛
誉 

空
に
ま
た
去
年
の
け
し
き
は
あ
り
な
か
ら 

霞
に
な
ひ
く
春
は
来
に
け
り 

 
 
 
 
 

早
春
山 

春
を
け
ふ
空
に
し
ら
せ
て
し
も
と
い
ふ 

か
つ
ら
き
山
に
た
つ
霞
か
な 

 
 
 
 
 

海
辺
霞 

朝
か
す
み
け
ふ
た
ち
そ
め
て
住
よ
し
の 

春
の
海
辺
の
名
に
や
見
す
ら
ん 

 
 
 
 
 

元
日
発
句 

世
や
な
へ
て
あ
す
た
つ
よ
り
も
け
ふ
の
春 

 

※
堺
天
神
社
の
社
僧
、
松
南
院(

西
坊)

盛
誉
が
、
試
筆
と
し
て
正
月
に
詠
ん
だ
和
歌
と

発
句
、
三
首
・
一
句
。
盛
誉
は
慶
長
十
六
年(

一
六
一
一)

の｢

新
川
盛
政
駿
河
下
向
記｣

に
点
者
と
し
て
署
判
を
据
え
て
お
り(

解
説
註(

42)

鶴
崎
論
文
、
参
照)

、
署
名
や
筆
跡

を
比
較
し
た
結
果
、
本
作
は
盛
誉
自
筆
と
判
断
で
き
る
。
盛
誉
は
下
田
屋
宗
柳
か

ら
古
今
伝
受
を
受
け
た｢

堺
連
歌
師｣

で
あ
り
、
ま
た
盛
政
の
兄
弟
子
で
も
あ
っ
た

が
、
宗
柳
亡
き
後
は
、
盛
政
・
盛
明
を
は
じ
め
、
中
庄
新
川
家
の
詠
草
に
評
点
を

付
け
る
な
ど
、
指
導
的
な
立
場
で
関
係
を
も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る(

翻
刻
①･

④･

⑥･

⑭)

。
な
お
、
本
作
の
年
代
は
、
盛
誉(

生
没
年
不
詳)

の
活
動
期
か
ら
推
定
し
た
。 
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⑭
（
元
和
以
前
ヵ 

七
月
七
日
）
新
川
盛
明 

詠
七
夕
七
首
和
歌 

(

竪
紙
、
楮
紙
、
34.7×

50.2
㎝
、｢

中
庄
新
川
家
文
書｣

１-

176)
 

 

詠
七
夕
七
首
和
哥 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

盛
明 

と〽

し
毎
の
あ
ふ
せ
は
た
え
し
七
夕
の 

／
ぬ
る
夜
す
く
な
き
ち
き
り
な
り
と
も 

 
 

 
 

手
向
糸 

松〽

風〽

の
吹
あ
は
す
め
る
い
と
竹
は 

／
け
ふ
七
夕
の
手
向
成
け
り 

 
 

 
 

月 

月〽

ひ
と
り
は
し
め
を
は
り
も
し
り
ぬ
ら
ん 

／
と
し
に
ま
れ
な
る
星
合
の
そ
ら 

 
 
 

 
 

露 

露〽

程
の
杉
の
ち
き
り
を
七
夕
の 

／
い
く
千
世
ま
て
とか

む
す
ひ
を
く
ら
ん 

 
 

 
 

煙 

七
夕
の
お
も
ひ
に
い
か
て
た
く
ふ
へ
き 

／
富
士
の
け
ふ
り
の
た
つ
は
も
の
か
は 

 

 
 

 
 

橋 

七
夕
の
あ
ふ
夜
は
こ
よ
ひ
天
の
川 

／
た
な
は
し
い
そ
き
打
渡
さ
な
ん 

 
 

 
 

後
朝 

あ
ふ
瀬夜

と
は
な
へ
て
し
り
け
り
七
夕
の 

／
あ
く
る
空
と
て
な
に
し
の
ふ
ら
ん 

 
｢

此
懐
紙
何
も
珍
重
候

（
下
部
横
書
追
筆
）

、
作
者
誰
人
候
哉
、
御
う
ら
や
ま
し
く
候
、
付
墨
四
首
内 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

長
一
首｣

 

※
新
川
盛
明
が
七
夕
に
詠
ん
だ
歌
。
下
部
の
横
に
記
さ
れ
た
追
筆
に｢

付
墨
四
首
内
、

長
点
一
首｣

と
あ
り
、
後
に
評
点
を
受
け
て
い
る
。
点
者
は
筆
跡
等
か
ら
盛
誉
と
考

え
ら
れ
、
年
代
は
盛
誉
の
活
動
時
期(

解
題
参
照)

で
、
盛
明
が
当
主
を
引
き
継
い
だ

慶
長
十
九
年
以
前
の
盛
明
の
若
い
頃
の
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 



 59 

⑮
（
寛
永
前
～
中
期
頃
）
新
川
盛
明
賀
歌
・
和
歌
覚
書
（
作
者
不
詳
） 

(

切
紙
、
鳥
の
子
、
18.6×

16.5
㎝
、｢

赤
松
家
文
書｣

14-

14)
 

新
る
今
年
よ
り
や
な
を
名
取
川 

盛
り
久
し
き
宿
の
松
梅 

明
ら
か
に
出
る
日
影
も
長
閑
に
て 

 

伝
へ
き
く
心
も
花
の
都
人
に 

哀
れ
一
度
見
も
し
見
え
は
や 

 

新
川
盛
明
殿
と
や
ら
ん
申
御
方
様
、
承
リ 

を
よ
ひ
申
候
間
、
新
十
郎
物
か

（
新
川
盛
里
）

た
り
申
候
ハ
、
万
事
ニ 

御
物
す
き
の
よ
し
、
せ
め
て
二
十
は
か
り
行
年 

取
の
け
申
候
者
、
□
□
御

（
懸
）

目
度
存
候
間
、
せ
め
て
の 

御
事
ニ
か
や
う
ニ
口
ス
サ
ミ
申
候
、 

※
初
め
に
新
川
盛
明
の
名
前
を
詠
み
込
ん
だ
三
つ
物(

発
句
・
脇
・
第
三)

、
次
に
盛
明

作
の｢

花
の
都
人｣

を
詠
ん
だ
和
歌
、
併
せ
て
三
句
・
一
首
を
書
き
と
め
、
後
半
に

盛
明
を
讃
え
た
評
言
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
の
三
句
は
、
新
年
に
詠
ん
だ
歳

旦
三
つ
物
で
、
古
代
の
寿
歌
の
系
譜
を
引
き
、
長
寿
・
繁
栄
を
寿
ぐ
賀
連
歌
で
あ

る
。
盛
明
の
姓
名(

新
・
川
・
盛
・
明)

を
詠
み
込
み(

ゴ
シ
ッ
ク
部
分)

、
か
つ
名
取
川

も
詠
ん
で
い
る
の
で
、
命
名
祝
賀
の
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。
盛
明
は
慶
長
十

二
年(

一
六
〇
七)

六
月
～
同
十
五
年
八
月
の
間
に
元
服
し
た
と
推
さ
れ
る
の
で(

解

題
参
照)

、
右
の
三
つ
物
も
こ
の
時
期
の
も
の
だ
ろ
う
。
次
の
一
首
は
、
盛
明
が｢

花

の
都
人｣

へ
の
憧
憬
を
も
っ
て
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
盛
明
は
慶
長
九
年
十
一
月
、
京

都
の
曲
直
瀬
二
代
玄
朔
に
十
二
歳
で
入
門
し
て
い
る
の
で(

同
右)

、
右
歌
も
彼
が

そ
れ
以
前
の
幼
少
期
に
詠
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
三
つ
物
・
和
歌
を
う

け
て
、
評
言
で
は
、
盛
明
の
こ
と
は
以
前
よ
り
聞
き
及
ん
で
い
た
が
、
新
十
郎
か

ら
彼
が｢

万
事
ニ
御
物
す
き｣

な
人(

＝
数
寄
者)

と
聞
き
、
自
ら
二
十
歳
ほ
ど
若
け
れ
ば

親
交
を
結
び
た
か
っ
た
と
述
懐
し
、
せ
め
て
も
の
慰
み
に
、
右
の
句
と
歌
を
口
遊
ん

だ
と
い
う
。
筆
者
に
盛
明
の
人
と
な
り
を
語
り
伝
え
た
新
十
郎
に
つ
い
て
は
、
盛
明

の
初
名
が
新
十
郎
で
、
こ
れ
を
襲
っ
た
と
す
れ
ば
、
彼
の
嫡
子
盛
里(

一
六
二
〇
～
一

六
六
五
・
三
・
二
一)

以
外
に
は
あ
り
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
作
は
、
盛
里
の
元
服

前
、
則
ち
寛
永
前
～
中
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
筆
者
某
は

盛
明(
当
時
三
十
代
半
ば
～
四
十
代
前
半)

よ
り
二
十
歳
ほ
ど
年
上
だ
と
す
れ
ば
、
老
年
に

達
し
た
人
物
で
、
恐
ら
く
盛
里
の
学
芸
等
の
師
筋
に
あ
た
る
人
で
は
な
い
か
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
本
作
は
盛
明
の
文
才
を
高
く
評
価
し
、
賞
賛
し
た
も
の
で
あ
る
。 
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⑯
（
正
保
四
年
以
前 

正
月
）
新
川
盛
明 

和
歌
三
首 

(

切
紙
、
楮
紙
、
17.4×

24.9
㎝
、｢

中
庄
新
川
家
文
書｣

２-

616-

５)
 

 
 

 
 

試
筆 

 
 

 
 

 
 

盛
明 

老
ら
く
も
今
朝
の
こ
ゝ
ろ
は
あ
ら
玉
の 

と
し
の
を
な
か
き
春
に
ち
き
り
て 

 
 

 
 

年
内
立
春 

四
方
の
関
と
さ
ゝ
ぬ
み
代
の
し
つ
け
さ
に 

ふ
ゆ
と
も
し
ら
て
春
や
こ
ゆ
ら
む 

 
 

 
 

歳
暮 

此
冬
も
末
の
松
山
い
た
つ
ら
に 

こ
ゆ
る
も
お
か
し
老
の
と
し
な
み 

※
新
川
盛
明
が
新
年
に
あ
た
っ
て
詠
ん
だ
試
筆
や
歳
末
に
詠
ん
だ
和
歌
二
首
を
併
せ

て
書
き
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
盛
明
が
隠
居
号(

寿
源
庵
三
瑞)

や
法
名(

中

巌
道
荷)

を
称
さ
ず
、
諱
を
署
名
し
て
い
る
の
で
、
盛
明
が
隠
居
以
前
で
現
役
の
中

庄
代
官
在
職
中
で
あ
り
、
加
え
て
第
一
首
に｢

老
ら
く
も｣

、
第
三
首
に｢

老
の
と
し

な
み｣

と
あ
る
如
く
、
自
ら
老
い
を
強
く
意
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
既
に
老
年
に

達
し
て
い
た
頃
の
作
だ
と
推
察
さ
れ
る
。
具
体
的
な
年
代
は
、
盛
明
が
五
十
歳
を

迎
え
た
の
が
寛
永
十
九
年(

一
六
四
二)

、
主
君
小
堀
遠
州(

正
一)

が
没
し
て
、
五
十

五
歳
で
隠
居
し
た
の
が
正
保
四
年(

一
六
四
七)

な
の
で(

解
題
参
照)

、
寛
永
十
九
年
前

後
～
正
保
四
年
の
間
に
比
定
で
き
る(

第
二
首
の
歌
題
が｢

年
内
立
春｣

な
の
で
、
さ
ら
に
限

定
で
き
る
が
、
そ
の
間
、
年
末
に
立
春
を
迎
え
た
年
は
寛
永
十
九
年
十
二
月
十
九
日
・
正
保
二
年

十
二
月
二
十
二
日
な
ど
複
数
あ
る
の
で
、
作
成
年
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い)

。
と
も
あ
れ
、

本
作
は
、
盛
明
が
老
い
ゆ
く
心
情
を
吐
露
し
た
晩
年
の
詠
草
で
あ
ろ
う
。 
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